
‘昭和33年9月10日第3種郵便物認可） (1) 

叫“ fl・.,HIftIHI1Ig us ii H I IIIWIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUIIIIISOIIIHI,pJ 

みなさKfり相談室です 

ノ／\ 

市民j目談室ぱ 

 

昭和 4U 年 d 月 コ 目 

 

 

毎月5・15.25日 発行第136号 一部2円 

発行所 五所川原市役所 印刷所 青森民友新聞社 

 

異憲課税台帳の縦覧 

 

3月1日～20日 

 

昭和40年度の課税の基礎となる固定資産課

税台帳を、3月1日から20日まで縦覧します。 

ことしは、基準年度ではありませんから、 

異動のないものは昨年度と同じですが、土地

の地目変更や家屋、建物などの新築、増改築

の方は、評価額の異動がありますから、あな

たの資産や評価額を確認してください。 

 

◆縦 覧 場 所 市役所税務課 

 

◆縦 覧 時 間 午前8時30分～午後 

4時（土曜日は12時15分まで） 

国
保
の
保
険
証
が
 

か
 
わ
 
り
 
ま
す
 

い
ま
使
用
し
て
い
る
、
水
色

の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証

（
保
険証
）
 
は
、三
月
三
十

一
日
限
り
で
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
 

新
し
い
保
険
証
（
ウ
グ
イ
ス

色
）
 
は
、三
月
末
ま
で
に
、
行

政
連
絡
員
を
通
し
て
、
み
な
さ

ん
の
ご
家
庭

へ
、
古
い
保
険
証

と
交
換
に
お
届
け
し
ま
す
。
 

保
険
証
が
、
お
手
も
と
に
届

き
ま
し
た
ら
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
に
ま
ち
が
え
な
い
か
、
 

ま
た
、
家
族
の
中
に
記
載
も
れ
 

が
な
い
か
を
た
し
か
め
て
く
だ

さ
い
。
 

り
ま
す
。
 

日
赤
は
、
社
員
や
篤
志
家
の
 

も
し
、
三
月
末
ま
で
に
、
保

険
証
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
記

載
も
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

行
政
連
絡
員
か
、
市
役
所
保
険

課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

全
戸
こ
ぞ
つ
て
赤
十
字
社
員
 

②
救
護
班
要
員
と
し
て
の
看
護
 

婦
養
成
 

③
医
療
機
関
病
院
の
経
営
 

④
救
急
法
水
上
安
全
法
の
普
及
 

⑥
家
庭
看
護
法
の
普
及
 

⑥
巡
回
無
料
診
療
の
実
施
 

⑦
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成
指
導
 

⑧
青
少
年
赤
十
字
の
育
成
指
導
 

⑨
児
童
福
祉
施
設
の
経
営
 

⑩
身
体
障
害
者
の
援
護
 

⑩
引
揚
援
護
⑩
国
際
親
善
 

⑩
献
血
、
預
血
業
務
 

保
健
衛
生

シ
リ
ー
ズ
 

希
望
者
は
保
険
課
ま
で
 

保
健
課
で
は
ク
保
健
衛
生
シ

リ
ー
ズ
ク
 
（第
一
集
ー
第
三
集
 

）
を
発
行
し
、
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
シ
り
ー
ズ
を

希
望
す
る
方
は
、
保
険
課
ま
で

申
し
込
む
よ
う
の
ぞ
ん
で
お
り

ま
す
。
 

◆
第
一
集

ク
脳
卒
中
の
話
ク

◆
第
二
集
ク
脳
卒
中
の
後
遺
症

ク
協
力
ー
北
津
軽
郡
医
師
会
、
 

指
導
ー
中
村
整
形
外
科
院
長

中
村
登
喜
雄
先
生
、
西
北
中
央

病
院
第
二
内
科
医
長
 
中
村
謙

治
先
生
 

◆
第
三
集
ク
改
め
て
ほ
し
い
食

生
活
ク
指
導
ー
五
所
川
原
保
健

所
長
医
学
博
士
 
山
上
豊
日
氏

な
お
、
今
月
下
旬
に
は
、
第

四
集
ク
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の

健
康
管
理
に
つ
い
て
ク
指
導
ー
 

西
北
中
央
病
院
産
婦
人
科
医
長

成
田
俊
策
先
生
を
発
行
の
予
定
 

ス
 

ー
 ユ

 

ー
 
ー
 

政
 

市
 

し
あ
わ

せ
を
希
う
心
 

戸
毎
に
一
人
は
日
赤
社
員
 

こ
と
し
も
、
い
よ
い
よ
三
月
 
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
な

一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
日
 
に
ぶ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し

赤
の
社
員
増
強
運
動
が
は
じ
ま
 
ま
す
。
 

人
A
に
よ
っ
て
な
り
た
ち
、
日
 
①

正
社
員
…
毎
年

一
〇
〇
円
以

本
赤
十
字
社
法
と
い
う
特
別
な
 
上

納
め
る
 

法
律
の
保
護
の
も
と
に
、
国
際
 
②
銀

色
特
別
社
員
…
一
時
ま
た

法
条
約
で
決
め
ら
れ
た
仕
事
、
 

は
、
分
割
で
三
、
〇
〇
〇
円

そ
れ
に
赤
十
字
の
七
原
則
、
す
 
以
上
 

な
わ
ち
、
人
通
，
公
平
、
中
立
 
③
金

色
特
別
社
員
…
一
時
ま
た

独
立
、
篤
志
奉
仕
、
単
一
、
世
 
は
、

分
割
で
一
〇
、
〇
〇
〇

界
性
を
基
調
と
し
、
み
な
さ
ん
 
円
以
上
 

の
美
し
い
心
と
、
力
を
結
集
し
 
④

銀
色
有
功
章
…
一
時
に
五
〇

て
平
和
と
幸
福
の
た
め
に
、
い
 
〇
〇

〇
円
以
上
 

ろ
い
ろ
の
奉
仕
的
な
仕
事
を
し
 
⑥
金

色
有
功
章
…
一
時
に

一
〇

て
い
る
団
体
で
す
o
 

〇
〇
〇
〇
円
以
上

近
く
、
社
員
募
集
と
社
費
納
 
⑥

賛
助
費
…

一
時
限
り
で
五
〇

入
方
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
 
円

ー
一
〇
〇
円
以
下

家
庭
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り
 
日

赤
の
主
な
事
業

ま
し
た
か
ら
、
日
赤
の
趣
旨
を
 
①
災

害
救
助
事
業
 

美
し

い
心
と
力
を
あ
つ
め
て
 

み
ん
な
で
赤
十
字
を
さ
さ
え
よ
う
 



(2) 昭和 40 年 3 月 5 日 

灘
欝
麟
麟
帥鷲
蟹
脚
 

叫m鷺
崩
総
加
搬
編
耀
織
畔
応
 

童
心
を
傷
つ
け
な
い
程
度
の
七
つ
け
が
必
要
 

ス コ． 

I所 得 税ー‘・ 3月15日 

申告期日 i 柵鳥貫轟麗｝3月20日 

ー申告しなければ税金が高くなります― 

矢 司 約 花 相 設 e 擢 

今年もまた、昨年と同様、所得税をお納めになっている、みなさ

ん方の申告に要する手数をはぶくため、税務署、県税事務所、市役

所の三者共同で、共同納税相談所を開設して、申告の受付と同時に

その書き方の指導などを行ないますc 

共同納税相談所を利用して、申告書は、かならず提出しましよう

申告期限までに申告しないと、各種控除の恩典がうけられなくなり

結局は税金が高くつき、みなさんの負担が重くなります。 

共同納税相談所を 

利用 Uましよう 

いよいよ所得税（国税）事業税型具税）個人の県市民税（県市税 

j の申告期限が近づきました。 
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a a 0 0 0 0 0 0 も 0 0 0 0 0 

そ Jっ肥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0印 オ日証日（必欺rての化） 	オ司繊叫ン町・税君毒 

こ
と
し
新
し
く
小
学
校
に
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
、
市
内

で

一
、
〇
二
六
人
 （
二月
十
日

現
在
）
、
入
学
さ
れ
る
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
、
い

ま
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
 

学
校
生
活
は
ス
タ
ー
ト
が
大

切
で
す
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
 

▽
か
ら
だ
が
悪
く
て
は
、
せ

っ
か
く
の
学
校
生
法
も
き
ら
い

に
な
り
ま
す
。
ま
ず
「
健
康
」
 

が
第
一
要
件
で
す
。
 

▽
学
校
生
活
は
時
間
的
に
な

り
ま
す
か
ら
、
い
ま
か
ら
、
い

く
ら
か
で
も
規
則
正
し
い
生
活

を
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
 

◇
…
飼
い
犬
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
っ
て
、
毎
年

一
回
の
登

録
（
登
録
料
は
三
〇
〇
円
、
た

だ
し
生
後
九
十
日
以
内
の
犬
は

登
録
し
な
く
て
も
よ
い
）
と
予
 
 

で
す
。
 

▽
身
の
ま
わ
り
は
、
自
分
で

や
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。
 

▽
自
分
の
名
前
を
呼
ば
れ
た

ら

「
ハ
イ
」
と
、
は
っ
き
り
返

事
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
あ

い
さ
り
も
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
o
 

▽
自
分
の
持
ち
も
の
に
は
、
 

名
前
を
つ
け
る
よ
5
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
 

▽
通
学
に
つ
い
て
は
、
学
校

で
も
教
え
ま
す
が
、
最
近
は
交

通
事
故
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
正
し
い
道
路
の
歩
き

方
、
横
断
な
ど
教
え
て
あ
げ
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
 

防
注
射
を
四
月
と
十
月
の
二
回
 

（
注
射料
は
、
指
定
し
た
日
時

場
所
で
う
け
た
と
き
は

一
回
に

つ
き
二
三
〇
円
、
そ
の
他
は
一

回
に
つ
き
三
〇
〇
円
）
う
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
受
付
は

市
役
所
保
険
課
で
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

◇
…
飼
い
犬
は
、
い
つ
も
つ
な

い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。
最
近

人
に
か
み
つ
い
た
り
、
畑
を
荒

し
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
苦
情
が
で
て
お
り
ま
す

お
互
い
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
 

税
務
署
か
ら

の
 

お
 
知
 
ら

せ
 

昭
和
三
十
九
年
分
申
告
所
得

税
の
確
定
申
告
と
納
期
は
、
三

月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
納
期
内
に
申

告
と
納
税
を
済
ま
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
 

模範店員の表彰 

（写真・・・表彰状を 5ける模範店員） 

市
と
商
工
会
議
所
、

ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
プ
の
共
催
に
よ
る
第

十
回
模
範
店
員
従
業
員
表
彰
式

は
、
二
月
十
九
日
午
前
十
時
か

ら
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル
で
お
こ

な
わ
れ
た
。
 

表
彰
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。
カ
ッ
コ
内
は
勤
務
先

▽
十
年
以
上
勤
続
者
 

小
田
桐
繁

（
堀
内
家
具
店
）
、
 

新
岡
重
利

（
又
上
呉
服
店
）
、
 

伊
藤
治
、
木
村
勝
四
郎
、
田
中

専
十
郎

（
前
田
製
材
所
）
、
中

野
通
（
梅
田
電
機
）
、
古
川
利
 

入
、
工
藤
美
枝

（
中
三
）
、
竹

川
喜
造

（
山
口
靴
店
）
、
斎
藤

鉄
哉
（
野
村
酒
店
）
、
渋
谷
晃

一
 
（
丸
大
薬
局）
、
石
戸
谷
ち

倉

（
工
藤
常
商
店
）
、
福
井
健

造

（
丸
メ
貨
物
）
 

△
五
年
以
上
勤
続
者
 

佐
藤
三
千
代

（
相
互
タ
ク
ツ

ー
 

）
 ほ
か
三
十
六
人
 

△
功
労
者
 

北
川
繁
義
（
村
元
酒
店
）
ほ
か

五
人
 

飼
 
い
 
犬
 
の
 注
意

事

項
 


	001
	002

